
   

   

2 5 日 獣 発 第 7 7 号 

平成 25 年 6 月 11 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

平成 24 年産以降の米穀及び稲わら等の飼料としての利用等について 

 

このことについて、平成 25年 5月 29日付け 25生畜第 349号及び同 350号をもって

農林水産省生産局畜産部畜産振興課長・同局農産部穀物課長から、また同日付け 25生

産第 742 号をもって同局農産部穀物課長から別添写しのとおり通知がありました。貴

会関係者に周知方よろしくお願いいたします。 

このたびの通知のうち、25生畜第 349号及び同 350号は、平成 25年産の米及び稲

わらの飼料としての流通・利用及びその自粛について、東北農政局及び関東農政局宛

てに通知した旨、了知の上、本会会員及び関係者に周知徹底を依頼されたものです。 

一方、25 生産第 742 号では、上記の通知に伴い、平成 24 年産以降の米ぬか、脱脂

ぬか、ふすま及び麦ぬかを飼料に利用する際の管理の考え方について、別添の基本的

な考え方のとおりにするよう、本会会員及び関係者に対し適切な取扱いの指導を依頼

されたものです。 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹 川 

TEL  03－3475－1601 
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